
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

この夏、読書は楽しめましたか？       

夏休み貸出分の返却期限は           

９月6日(金)です♪ 

９月は「防災月間」です  災害に備えよう 

  ９月１日は「防災の日」です。「災害に備え、防災の知識を深める」目的で制定さ

れましたが、過去に９月に起きた２つの大きな自然災害が理由となっています。

1923 年の関東大震災で 10 万人以上の方が犠牲になったことと、1959 年の

伊勢湾台風で大きな被害を受けたことです。この機会に、防災グッズの見直しや

避難の方法を家族と話し合ってみましょう。    参考：<災後>の記憶史』人文書院 

 

台風や大雨といった自然災害にによる被害は毎年あり、身近なところでも万

が一の事態が起こる可能性は少なくありません。だからこそ、災害に対する

備えをしたり、非常用アイテムを使いこなせるようにしておいたりすること

が、とても大切。備蓄用アイテムを上手に回すための「ローリングストック」の

目的も兼ねて、9 月は非常用の食品や道具を使って生活してみるのもおすす

めです。  （参考
さんこう

「和
わ

の 行
ぎょう

事
じ

えほん」あすなろ書房
しょぼう

） 

「災害とスポーツ」 

今年の夏、パリオリンピック 2024 で日本は合計 45 個のメダ

ルを獲得しました。世界各国の選手達が様々なドラマを見せてく

れ、胸が熱くなりましたね。 

皆さんは「防災スポーツ」という取り組みがあることを知っていま

すか？災害時に必要な行動と知識を、スポーツのように楽しみなが

ら自然に身につける活動のことです。救助活動をタイムアタック競

技として楽しんだり、地域の避難場所や高台まで歩いてみたりと、

体を動かしながら災害に備えることができます。皆さんもぜひ意識

してみてください。            参考 「防災スポーツ」HP 

＝今月の特集＝ 

202４年 9月 1日 発行 

『地震イツモノート』 （分類：３６９） 

防災イツモプロジェクト/編 寄藤文平/絵 渥美公秀/監修 木楽舎/出版 

 

 

 

 

「イツモの暮らし」を「もしもの備え」にしようという防災

マニュアル。イラストメインなのでサッと読めるが、1995

年の阪神・淡路大震災の被災者 167 人の声をもとに作ら

れていて、特に地震の瞬間と避難所での体験談がとてもリ

アル。 

『防災ハンドメイド 100 均グッズで作れちゃう！』 （分類：３６９） 
辻直美/著 KADOKAWA/出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わざわざ防災グッズを買わなくても、身の回りのもので

代用するハンドメイド本。コピー用紙鍋、牛乳パックスプー

ン、紙石権を作って持ち歩く・・・そして防災グッズや代用品

は、作りなれて使っておく経験も大切！ 

『子どもたちの３．１１ 東日本大震災を忘れない』 （分類：369）

Create Media/編  学而出版株式会社/出版 

 

 

 

 

 

 

２０１１年の東日本大震災を生きのびた１０代４４人が

書いた体験記集。皆さんと同じと年代の子どもたちが

何を見て、どう感じたかが率直な言葉で伝わってくる。

１０代ができる復興支援についても書かれている。 

★クイズのこたえ・・③ このうち伊豆大島や三宅島など８つの火山島で人が暮らしています。 

    防災 

          動物愛護  

    月の本 

   

日本で一番高い山「富士山」は活火山であり、今後噴火する可能性の

ある山です。では東京には活火山がいくつあるでしょう。参考『東京防災』       

① ５    ② １１    ③ ２１ 

★★ 図書館クイズ ★★ 

★答えは右の方にあります。 

渋谷区立代々木中学校   
学校長 山本 茂浩 
学校図書館専門員 

衛藤直子 
梶原真理  

      ○○○○ 


